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１ 所管事務の調査（報告） 

 

（１） ＪＦＥスチール株式会社東日本製鉄所京浜地区

における高炉等休止に伴う大規模土地利用転換

について 
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ようこそ

東日本製鉄所 京浜地区へ
2022年11月10日

川崎市議会 総務委員会様
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20年3月に構造改革実施を発表

23年9月に扇島地区を中心とする京浜地区上工程の高炉等設備を休止

■京浜地区 土地利用検討エリア

土地利用転換を検討するエリア

当面操業を継続するが、将来構想に
よっては土地利用転換が可能なエリア
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■京浜地区 鳥瞰

3

川崎市作成資料

京浜地区 航空写真（除く鶴見川地区）

水江エリア

池上エリ
ア

扇町エリア

約222ha

南渡田エリ
ア
約52ha

横浜市

川崎市
扇島北

扇島南

当面操業を継続するが、将来構想によっては
土地利用転換が可能なエリア

土地利用転換を検討するエリア

（大水深岸壁
）
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【扇島地区】

4
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■扇島の権利関係（JFE以外の土地利用状況）

5

【出光興産】
・事業 天然ガス発電

（扇島パワー）

【扇島石油基地】
（コスモ石油・東亜石油）
・事業 メガソーラー発電
（CSDソーラー合同会社）

【東京ガス】
・事業 都市ガス製造

【東京電力RP】
・事業 メガソーラー発電

【国道357号予定地】

【首都高速湾岸線】

【東京電力PG】
・事業 PCBリサイクル
（東京パワーテクノロジー）

【ENEOS】
・事業 風力発電

【出光興産】
・事業 貯油施設

【JERA】
・事業 都市ガス製造
（扇島都市ガス供給）

【川崎市】
・港湾局管理用地

〇中央部に首都高速湾岸線 、 国道357号予定地
〇エネルギ-関連企業が多く立地
（東京電力、JERA、ENEOS、東京ガス、出光など）

【出光興産】
・未利用

【大水深バース】
・A 延⾧360ｍ・水深22m
・B 延⾧240m・水深18m
・C 延⾧170m・水深7.5m
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■土地利用転換を進める上での課題
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１）土地利用規制の変更

工業専用地域（都市計画法）

臨港地区 工業港区（都市計画法・港湾法）

２）交通アクセスの整備

＜次頁＞

３）莫大な開発原価への対応

解体撤去、土壌対策、基盤整備
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■課題 交通アクセス
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●現在、扇島には公道がありません。島へのアクセスはJFEの私道のみです。
●首都高速が通過していますが、出入口はありません。
●土地利用転換を進めるためには、公道の整備が必要です。

羽田

多摩川トンネル
2020年度着工

JFE私道

出典 https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000734547.pdf
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■扇島のポテンシャル① 立地

出典 https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000776078.pdf

○広域道路状況

・首都高湾岸線が通過
→扇島にICの都市計画あり

・ICが開通した場合の所要時間 
・ 東京大手町 30分
・ 羽田空港西貨物地区 11分
・ 横浜本牧埠頭 6分

・国道357号 
→羽田空港 浮島間事業中

扇島

首都高湾岸線/国道357号概要

出典 Google Maps

事業中

本牧埠頭

羽田空港

大手町

8
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■扇島のポテンシャル② 大水深バース
○バース
・東京湾内で屈指の水深を持つ（整備中の横浜新本牧コンテナバース -18m）

→大型船舶の活用に適する

9

A

B

C
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■扇島のポテンシャル③ 発電所の集積

○電力網

・周囲に発電所が多数所在するため、複数ルートの高圧送電線が存在。
→電力の安定供給が求められる用途に適する

・ただし空き容量は少なく、必要に応じ工事が必要になる可能性あり。

発電所（火力）
発電所（太陽光）
発電所（バイオマス）
発電所（主に自社使用）
変電所（154kV）
送電線（275kV）
送電線（154kV）
送電線（66kV）

凡例凡例

10

【電力状況】
川崎臨海部の発電能力は約830万kW
首都圏一般家庭の消費電力に匹敵
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2020下 2021上 2021下 2022年度 2023年度

川
崎
市

Ｊ
Ｆ
Ｅ

有識者会議

・土地利用の検討
・交通アクセス、インフラの検討

事業性評価
・開発原価
・導入機能
・JFEの事業利用

対象地
特定

進め方
検討

ＪＦＥサイドでの検討

JFEの土地利用の考え方を
川崎市へ伝える
（売却・賃貸・事業利用）

・都市計画
・港湾計画

・事業計画
・誘致

土
地
利
用
方
針
策
定

☆2/1
協定締結

☆2/1
協定締結

■川崎市との協働スケジュール

11

有識者会議
行政関係者

中
間
報
告

土
地
利
用
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方

4/21
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■ゼロカーボン社会の実現に貢献したい

12
図の出典 GEOSPACE CDSプラス（NTTインフラネット）
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■JFEグループの事業利用（案）

エネルギーゾーン
■既存の発電施設等を活かした

カーボンニュートラルに資する機能
新1号発電所の水素混焼化・専焼化に
よるカーボンフリー電力供給【スチール】

先導エリア
■近隣エネルギー企業と共同で

カーボンニュートラル関連の
事業利用の検討

水素サプライチェーンへの事業参画
【JFEグループ】

既存事業エリア
・ペットボトルリサイクル
・廃家電リサイクル
・プラ原料化
【エンジ】

新規事業検討エリア
製品プラリサイクル
Pet to Pet
【エンジ】

水江地区
■首都圏における一大リサイクル

拠点として拡張整備

扇島地区 エネルギー拠点

13
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■川崎市 土地利用方針 中間報告

14

• CNエネルギー受入拠点

• 次世代型物流

• 防災機能

• 陸海空の結節点（空飛ぶクルマ等）

• スーパーシティ

等々

土地利用コンセプト

1. カーボンニュートラルを先導
2. 首都圏の強靭化を実現
3. 新たな価値や革新的技術を創造
4. 未来を体験できるフィールドの創出
5. 常に進化するスーパーシティを形成

先導エリア先導エリア以外
導入機能イメージ

「
先
導
エ
リ
ア
以
外」
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■水素・アンモニア供給事業の協業検討を開始

15

22/4/21 川崎市は扇島土地利用方針の中間報告を公表。土地利用の方向性の一つとして
『カーボンニュートラルを先導』と示されています。

同日 ENEOS、JERAとJFEホールディングスは、京浜臨海部において、水素・アンモニア等脱炭
素燃料の受入・供給拠点整備に向けた協業検討を開始しました。
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■2022年度 検討体制とスケジュール

16

2021年度 2022上 2022下 2023年度

川
崎
市

Ｊ
Ｆ
Ｅ

有識者
会議

・先導エリア検討（エネルギー企業との協働、
JFE事業参画、バースの公共的な利用に向け協議）

・国策導入
・事業性評価

・開発原価
・導入機能
・事業利用

中
間
報
告

ＪＦＥサイドでの検討

検討会議（全体会議）

検討会議（テーマ別）
（国の省庁、JFEも参加）
1)先導エリア
2)周辺エリア
3)基盤インフラ

報告

整
備
方
針
公
表

★9月
高炉休止

4/21

JFE

土
地
利
用
方
針
策
定

・都市計画
・港湾計画

土
地
利
用
に
係
る

基
本
的
な
考
え
方
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■扇島の近隣企業との連携

17

JFEでの検討と並行して、近隣企業とも連携し、扇島の将来の方向性を
考えていきたい。

【出光興産】
・事業 天然ガス発電

（扇島パワー）

【扇島石油基地】
（コスモ石油・東亜石油）
・事業 メガソーラー発電
（CSDソーラー合同会社）

【東京ガス】
・事業 都市ガス製造

【東京電力RP】
・事業 メガソーラー発電

【国道357号予定地】

【首都高速湾岸線】

【東京電力PG】
・事業 PCBリサイクル
（東京パワーテクノロジー）

【ENEOS】
・事業 風力発電

【出光興産】
・事業 貯油施設

【JERA】
・事業 都市ガス製造
（扇島都市ガス供給）

【出光興産】
・未利用
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■扇島町内会を発足
１．設立の目的

扇島地区の大規模土地利用転換を背景にした、
（１）構成企業間での連携の促進
（２）扇島立地 企業連合としての、行政への各種提言

２．構成企業
JFEHD、出光興産、ENEOS、コスモエネルギーHD、JERA、
東亜石油、東京ガス、東電HD、東電RP の9社

３．活動内容
定期会議（月1回程度）
総会（年1回）の開催

４．設立時期
2022年10月26日

５．会⾧
幹事会社（ENEOS・JFEHD・東京ガス・東電HD）から選任。
初代会⾧はJFEHD 岩山専務執行役員が就任。
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【南渡田地区】

19
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■南渡田 現況と周辺状況

南渡田は日本鋼管発祥の地（1912年）で、元々北地区は本社・研究や福利厚生
機能、南地区は製鋼工場、製管工場として利用。
1976年の扇島の操業開始に伴い、本社・工場機能を移転。現在に至る。

運河

首都高 横羽線

県道 扇町線

北地区（約9ha）
主にスチール研で利用

南地区（約43ha）
主に社内置場、スチール研で利用

鶴見線
浜川崎駅

南武支線
浜川崎駅
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■南渡田 川崎市の上位計画変遷
◆1996年 「川崎臨海部再整備の基本方針」

南渡田への研究開発・業務管理・商取引と居住機能の導入。
◆2002年 「都市再生緊急整備地域 指定」

研究開発機能を中心とした複合市街地を形成。
◆2004年 「都市再生総合整備事業（南渡田周辺地区整備計画）」

新技術開発の研究開発機能を導入。

◆2018年 「臨海部ビジョン」 →検討が本格スタート
南渡田地区では臨海部全体の機能転換を牽引する新産業
創出拠点を形成。

◆2022年8月26日 「南渡田地区拠点整備基本計画」策定
グリーン社会やデジタル社会を実現する革新的なマテリアルを
生み出す研究開発機能の集積

21

・市は⾧年、南渡田への研究開発機能導入を検討。
・本上位計画をベースに、市は南渡田開発を本格的に進める思い
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北地区の土地利用方針

南地区の機能イメージ

研究開発機能中心

研究開発、実験・実証、製造
機能などの導入

１期

2期

■拠点整備基本計画の内容

土地利用方針、基盤整備計画など骨格的な考え方を定めたもので、本計画に基づき、
事業計画等を定める

土地利用方針図
グリーン社会やデジタル社会を
実現する革新的なマテリアル
を生み出す研究開発機能の
集積

全体コンセプト北地区１期を先行して整備する
24年度着手、27年度まちびらき

出典 川崎市南渡田地区拠点整備基本計画

南渡田地区は、扇島地区の土地利用転換を見据えた先鞭としての役割を担う

■南渡田拠点整備基本計画 土地利用方針図

22
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以 上


